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一般質問通告表
令和2年第1回沖縄県議会(定例会)

02月28 日(金)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

1 20分 糸洲　朝則（公明党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 ＳＤＧs（持続可能な開発目標）の目標期限が残り10年余となった。県の取り組みの現状と展
望について伺う。

(1) ＳＤＧsの推進体制及び取り組みの現状と今後の展望について伺う。

(2) ＳＤＧsの推進を条例化する考えはないか。例えば「沖縄県における持続可能な開発目標
推進条例」。

2 古紙輸出悪化対策について
　中国は、日本からの輸入量を2018年度比で44％減らし、行く先を失った古紙が日本国内
でだぶつき価格が急落し、採算の悪化で古紙回収が一時とまるなど撤退する事業者も出て
いる。沖縄の古紙は約９割を中国への輸出に依存しており、今度の中国の輸入減で県内の
古紙問屋は非常に厳しい状況下にある。中国はさらに2020年末までに輸入をゼロにする方
針を明らかにしており、状況はさらに悪化するおそれがあり、沖縄の古紙問屋は廃業の危機
に立たされている。

(1) 県は古紙問屋を初めとする業界の状況及び古紙リサイクルシステムの現状を把握してい
るか。

(2) 古紙回収業者や問屋への助成制度の検討はできないか。

(3) 本土に移出する場合の運搬費の補助制度の検討はできないか。

3 去る２月１日に「北前船寄港地フォーラムin鹿児島」に参加した。蝦夷と薩摩をつなぐ北前
船・薩摩は、琉球を経由した中国福建省との貿易を通して財をなした薩摩藩といった内容で
した。このフォーラムを沖縄県で開催することによって、琉球王国の大交易時代をよみがえら
せ、現代版大交易時代を再現したらどうかと考えるが、知事の所見を伺いたい。

4 沖縄県と長野県の交流事業について伺いたい。

5 保健医療行政について

(1) 新型コロナウイルス感染対策について

ｱ 新型肺炎の予防対策について

ｲ マスク、消毒薬不足への対応について

ｳ 県における検査、治療体制について

ｴ 観光産業などへの影響把握と支援対策について

ｵ 風評被害対策について

(2) 認知症対策として認知症「神戸モデル」を参考にした取り組みについて

(3) てんかん治療対策について

ｱ 大麻由来医薬品及び大麻由来薬物を用いた難治てんかんに対する治験を希望する医
療機関に、大麻免許を発行することについて

ｲ 国と県のてんかん診療拠点病院である沖縄赤十字病院が、大麻由来医薬品及び大麻
由来薬物を用いた難治てんかんに対する治験を行うに当たり、県が大麻免許を発行す
ることについて

6 離島振興について
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(1) 先島（宮古、八重山）航路の旅客船就航の復活が望まれているが、県の見解を伺う。

(2) 黒糖の大量在庫の現状と対策について伺う。

(3) 渡嘉敷村、座間味村の野生イノシシ対策について伺う。

7 豚熱（ＣＳＦ）対策について

(1) 県は去る２月２日、沖縄市内の養豚場で県内５例目の感染を確認したと発表した。現状と
今後の見通しについて伺う。

(2) ワクチン接種について、県はプログラムを策定して、２月中旬までの接種開始を目指すと
しているが、現状と見通しについて伺う。

(3) 養豚農家への補償、再建対策について伺う。

(4) 在来の希少種「アグー」の離島隔離について伺う。

8 我が党の代表質問との関連について
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一般質問通告表
令和2年第1回沖縄県議会(定例会)

02月28 日(金)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

2 20分 上原　　章（公明党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 那覇空港第２滑走路完成に伴い、世界最高水準の国際空港にと期待は高まります。しか
し、県は新年度予算について、航空路線の誘致等に取り組む「沖縄観光国際化ビックバ
ン事業」を約10億1000万円から約８億4000万円に減額し、外国人観光客受け入れ体制
強化にかかわる予算は約２億9000万円から約１億2700万円に。約１億6300万円の減少、
半額以下となっています。理由と知事の見解を伺います。

(2) 「国際旅客ハブ」の形成を図るため、航空会社の新規参入や就航路線の増加は重要と考
えるが取り組み、見通しを伺います。

(3) 新型コロナウイルスの波紋が観光産業や県経済に大きな影響を及ぼしているが現状と対
策を伺います。経済界や各種団体へ社員や県民への県内旅行推進を呼びかけることも
重要と思うがどうか。

(4) 「農林水産物流通条件不利性解消事業」を離島から本島への輸送時についても助成の
対象にできないか伺います。

(5) 県は新年度予算案について、県立病院への繰出金78億円余りを計上しているが、内容
及び経営計画の見直し・改善はどうなっているか伺います。また、過去３年間の繰出金の
推移と新年度の繰出金78億円余りについて妥当だと考えているのか知事の見解を伺いま
す。

(6) 子育て世代に大きな負担をかける分娩介助料改正、県立病院の出産費用の値上げは撤
回すべきと考えるが知事の見解を伺います。

(7) 「国際災害救援センター(仮称)」の具体的な取り組み、見通しを伺います。

2 公営住宅の環境整備について

(1) 空き室が多いと聞くが実態と対策を伺います。

(2) 各階、電球の老朽化に伴い、ＬＥＤへの取りかえを進める必要があると思うが対応を伺い
ます。

(3) 県営団地の管理運営について、本来、県行政が責任を負うべき部分を団地自治会が
担っていると考えるが見解を伺います。あわせて、各自治会では共益費の未納者への対
応に大変苦慮しているとのことですが、現状（件数・割合）と対策（公社への要望・対応を
含め）を伺います。

(4) 台風等による長時間の停電対応について、発電機の設置が必要と思うが現状と対策を伺
います。

3 教育行政について

(1) 「那覇市への新たな特別支援学校」の開校について、進捗状況を伺います。

(2) 昨年10月よりスタートした保育料の無償化について県内の実施状況、対象者数及び知事
の評価を伺います。

(3) 本年４月よりスタートする私立高校の実質無償化と大学、専門学校の無償化について県
内の取り組み状況と対象者数及び知事の評価を伺います。

4 我が党の代表質問との関連について
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一般質問通告表
令和2年第1回沖縄県議会(定例会)

02月28 日(金)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

3 20分 新垣　清涼（おきなわ） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 首里城再建に向けた取り組みについて

(1) 国、県の計画と役割分担、課題を伺う。

(2) 県民、国民、外国から多くの寄附、支援が寄せられています。その活用を伺う。

(3) 私たち県民のかかわり方、役割を伺う。

2 豚熱の発生から今日までの経緯と対策等について
　豚熱の発生は県民に大きなショックを与えています。風評被害や県経済に対する影響、生
産農家の状況、支援策などについて伺う。

3 新型コロナウイルス肺炎について県内での発生状況と対策、今後の取り組みを伺う。

4 観光立県として世界自然遺産登録後の取り組みを伺う。

(1) 世界自然遺産登録後の観光客誘致の取り組みについて
　世界自然遺産の適正利用と環境保全のためのルールづくりと課題、対策を伺う。

(2) 観光ガイド事業や免許制度導入について

ｱ 竹富町は昨年９月議会で「町観光案内人条例」を制定した。その趣旨を伺う。

ｲ 免許制度導入に対する県の取り組みを伺う。

5 座間味村の浄水場建設計画の進捗状況について

(1) 候補地選定に向けた比較検討の現在の状況と課題について伺う。

(2) 村当局の意向について伺う。

6 女性活躍時代の取り組みについて

(1) 女性議員をふやす取り組みについて、県、市町村の状況を伺う。

(2) 県庁職員の男女の割合、管理職の男女の割合を伺う。

(3) 県の外郭団体、各種委員会などの男女の割合を伺う。

7 子育て支援について

(1) 子育て支援について現在の取り組みと今後の計画を伺う。

(2) 教育を受ける権利を守る制度の充実、取り組みを伺う。

8 有機フッ素化合物（ＰＦＯＳ）について
　アメリカではＰＦＯＳ汚染の被害に対処してきた15州の知事が連携して、昨年９月連邦議会
に強制力のある全国的な安全基準を制定するよう要請したようです。

(1) 米軍基地内でのＰＦＯＳ使用や処理状況の確認等に対する県の取り組みを伺う。

(2) 有機フッ素化合物ＰＦＯＳについて国の安全基準を伺う。

(3) ２月８日の新聞報道によると自衛隊も有機フッ素化合物ＰＦＯＳを含む消火剤を使用して
いるとのこと。県内での自衛隊の使用状況と安全処理、対策等を伺う。

(4) 県民の健康を守るために県独自の基準を定め、米軍や自衛隊に遵守を求めるべきと考え
るが取り組みを伺う。

9 特定外来生物の県内侵入に対する取り組みについて
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(1) 毒性を持つ南米原産の特定外来生物ヒアリが東京港で見つかったとの報道が昨年ありま
した。その後の取り組みについて伺う。

ｱ 海外からの貨物に紛れて侵入するケースが多いようだが、国、県の取り組みを伺う。

ｲ 米軍基地内の貨物に対する検査体制はどうなっているか。

ｳ 空港や港湾での監視体制、侵入阻止の取り組みを伺う。

(2) 県外土砂規制条例は外来種が見つかったときに搬入中止命令など実効性について伺
う。

10 犬・猫殺処分ゼロに向けた現在の状況と今後の取り組みを伺う。

11 ヘイトスピーチについて
　観光立県を標榜する沖縄県として、県庁前や那覇市役所前でヘイトスピーチが繰り返され
ています。観光客の皆さんが大勢いらっしゃる前でのヘイトスピーチは許されません。実効
性のある取り締まりが必要と考えます。対策を伺う。

12 我が会派の代表質問との関連について
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一般質問通告表
令和2年第1回沖縄県議会(定例会)

02月28 日(金)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

4 20分 玉城　武光（日本共産党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 新基地建設を断念させ、基地のない平和で誇りある豊かな沖縄をつくる決意を伺います。

2 子供の貧困解消、暮らしと福祉の充実について

(1) 子供の貧困解消を加速させるべき、見解を伺います。

(2) 認可保育園の新・増設など保育所・園の整備を進め、待機児童を解消すべきである。そ
の整備計画を伺います。

(3) 保育士の待遇改善への財政支援を増額し、正規雇用率を改善すること。

(4) 保育料無償化に伴う給食費負担となる世帯への軽減支援を行うべき。

(5) ひきこもりについて

ｱ 2019年３月、内閣府は、初めて行った「中高年のひきこもり」に関する調査結果を発表
し、40～64歳のひきこもりが全国で61.3万人に上るとの推計値を明らかにしています。こ
の調査をもとにした沖縄県の実態と対策を伺います。

ｲ 2016年に発表された、15～39歳の「若年ひきこもり」の全国での推計値54.1万人。沖縄
県の実態と対策を伺います。

3 教育環境の改善と負担軽減について

(1) 教員定数をふやし、異常な長時間労働を是正し教育環境の充実を求める。

(2) 教職員・幼稚園教諭の正規雇用化をふやすこと。非正規教職員の待遇改善を図ること。

4 医療と福祉の充実について

(1) 介護施設への入居待機者を解消するために特別養護老人ホームを増設すること。その計
画を伺います。

(2) 介護職の雇用形態の実態と処遇改善の対策を伺います。

(3) 加齢性難聴への補聴器補助制度の創設を求めます。

(4) 医療的ケア児童の支援体制の状況と課題を伺います。

5 地場産業・中小企業の育成について

(1) 中小業者への支援強化で最低賃金を1000円以上にし、若者の正規雇用を促進するこ
と。

(2) 公共事業は地元企業を優先、分離・分割発注を徹底し、中小業者の支援を強化すべき
である。支援の施策を伺います。

(3) 老朽化した学校や公共施設の改築など、生活密着型の公共事業で仕事と雇用をふやす
こと。その施策を伺います。

6 社会資本の整備について

(1) ＬＲＴ等のフィーダー交通網整備の進捗と南部圏域の公共交通網整備計画を伺います。

(2) 南部東道路の執行予算の増額と今後の整備計画を伺います。

(3) 遅々として進まない国道507号の整備状況の現状と整備計画を伺います。

(4) 県道17号線(南城市大里湧稲国地域)の整備計画を伺います。
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7 農林水産業の振興について

(1) 豚熱(ＣＳＦ)感染の対策と課題を伺います。

(2) 環太平洋経済連携協定(ＴＰＰ11)と日米貿易協定による県内の農漁業生産への影響と対
策を伺います。

(3) ６次産業化を推進し、農水産物の直売所など販路拡大の施策を伺います。

(4) 農畜産物、水産物等のブランド化の取り組みと海外輸出体制の強化を推進し、第１次産
業従事者の所得増加を図る施策を伺います。

(5) 農水産物輸送費低減対策の経済効果を伺う。今後とも施策を継続すべきではないか、見
解を伺います。

(6) 沖縄型つくり育てる漁業の現状と振興策について伺います。

(7) 尖閣列島周辺漁場海域の操業協定の日台、日中漁業協定は、県内漁業者が不利益に
なっている。その見直しを求めるべきである。

8 農畜産廃棄物を利用したバイオマスエネルギー事業の普及状況と促進計画について伺いま
す。

9 我が党の代表質問との関連について
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一般質問通告表
令和2年第1回沖縄県議会(定例会)

02月28 日(金)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

5 20分 狩俣　信子（社民・社大・結連合） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 文部科学省の言うインクルーシブ教育についての知事の受けとめ方と沖縄における現状
と課題について伺います。

(2) 県立北部基幹病院についての進捗状況について伺います。

(3) 2020年度の予算は知事の目指す「新時代沖縄の到来」「誇りある豊かさ」「沖縄らしい優し
い社会の構築」の実現に向けきめ細やかな取り組みが示されています。それを実現する
ため庁内の結束と組織化を早目にやっていただきたい。知事の決意を伺います。

(4) 日米地位協定についてはヨーロッパ４カ国の調査やオーストラリア・フィリピンの調査など
評価します。これから３月には韓国の調査も計画し、全国知事会や渉外知事会とも連携し
ていくとのことですので、日米地位協定がいかに不合理で日本の主権を侵害しているか
を全国に発信していただきたいと思います。「運用改善」で済まされる問題ではありませ
ん。

(5) 辺野古・大浦湾の軟弱地盤に対する日本政府の対応はあまりにもずさんな対応です。辺
野古ありきで推し進めるやり方に大きな不安があり、危険を感じます。軟弱地盤に対する
日米両政府に対する県の取り組みを伺います。

(6) 普天間飛行場の危険性を言いながら辺野古とリンクさせるやり方は県民が納得するはず
はありません。反基地の取り組みをしている他国のやり方とも連携をすることも大切かと思
いますが、情報収集などはいかがなさっていますか。

2 教育問題について

(1) 県内における病休者・精神的疾患での休職者について過去３年分について伺います。

(2) 小中高校における現時点での不補充の状況を伺います。

(3) 離島の臨時的任用及び再任用者の面談について、現在は自費で本庁まで来るようにと
のことですが、旅費などの負担もあり改善することはできないかとの要望がありました。教
育庁の考えについて伺います。

(4) ９月議会で離島からの臨時的任用者等の帰任旅費について確認しましたが、約束どおり
実施できるのか伺います。

(5) 学校司書の採用と受験年齢の撤廃について伺います。これまで学校司書は1987年から
2010年までの23年間採用がありませんでした。児童・生徒の学習の支援のためにも図書
館は必要であり、そのためには学校司書が不可欠です。各学校に学校司書を配置するた
めにも徐々に学校司書の採用が必要ではないか伺います。また、現在27歳までという受
験年齢について他県同様引き上げるか撤廃してはどうですか伺います。

(6) これまで育児・介護で離職した教職員の再雇用について伺います。

(7) 高校生のバス通学無料化への取り組みで４億1634万5000円の予算を計上したことを評価
します。沖縄県の子供の貧困率を考えると継続的な取り組みと範囲の拡大が必要と思い
ますが、今後の見通しはいかがですか。

(8) 中部農林高校定時制の生徒の帰りのバスの問題で前進はあったのか伺います。

3 学校におけるフッ化物洗口問題で具体的な取り組みを伺います。

4 学校における働き方改革法案について
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(1) 小中学校における、長時間労働の過労死ラインである月80時間超えや産業医の面談が
義務とされる100時間以上労働の対応をどうするのか伺います。

(2) 学校の多忙化が言われる中で、中学校・高校ともに部活動における拘束時間の長さや土
日の引率が課題となっていますがどう対応するのか伺います。

(3) 多忙化解消の中で部活指導員やスクール・サポート・スタッフの配置における予算配分や
拡充が求められていますが、市町村が積極的に導入できる手だてはあるのか伺います。
市町村の労務管理における、タイムカード等の出勤・退勤管理の環境が全県において未
整備な中で長時間勤務をどう改善し、市町村にはどのような通達や指示を行っていくのか
伺います。

(4) 36協定の締結が県内41市町村の小中学校でいまだに締結されていないようですが県とし
ての取り組みを伺います。

5 我が会派の代表質問との関連について
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一般質問通告表
令和2年第1回沖縄県議会(定例会)

02月28 日(金)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

6 20分 玉城　　満（おきなわ） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 首里城復旧・復興における県の役割について伺う。

(2) 琉球歴史文化の日制定の進捗について伺う。

(3) 新型コロナウイルスによる県経済への影響と対策について伺う。

2 土木建築関連について

(1) ５年間の社会資本整備事業費の推移について伺う。

(2) 沖縄市、県道20号線の整備の進捗について伺う。

(3) 沖縄市のドーム完成時に向けたインフラ整備について伺う。

(4) 名古屋で民間電子広告板が公道に設置されている。沖縄県でも取り組むべきと考えるが
県の見解を伺う。

(5) 県の設計委託業務における最低制限価格について伺う。

3 公共交通関連について

(1) 鉄軌道を含む新たな公共交通システム導入事業について

ｱ 鉄軌道導入までの新たな公共交通システムの進捗について伺う。

ｲ バス路線の見直しと課題について伺う。

ｳ バス停の時刻表の電子化について伺う。

4 都市計画関連について

(1) 協議会の方向性で示されたとおり、中南部都市圏を一体の都市として捉え、早急に中南
部都市圏全体のブランドデザイン（世界水準）マスタープランを策定するべきではないか
伺う。

(2) 中城村と北中城村の中部広域都市計画区域への編入要望について県の取り組みにつ
いて伺う。

5 他国地位協定調査報告関連について

(1) 他国の基地従業員の処遇調査について伺う。

6 福祉関連について

(1) 障害者施設への施設・設備支援事業及び補助金制度の現状と取り組み状況、課題につ
いて伺う。

7 文化観光関連について

(1) フィルムオフィスの現状と課題について伺う。

(2) 海外コンテンツサポート事業、沖縄ロケ制作支援事業について

ｱ 平成24年から29年度までの予算と実績について伺う。

ｲ 沖縄文化観光ロケ支援事業（仮称）新設について県の見解を伺う。

8 県警・公安委員会関連について

(1) 県警第２庁舎の必要性と課題について伺う。
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9 我が会派の代表質問との関連について


